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註「不世出の舞踏家　土方巽」のため
のⅡ

森下　隆
所員、講師（非常勤）

はじめに
「年報 21」（2014 年 4 月 5 日発行）に、「註、『不世出の舞踏
家 土方巽』のための」と題した論考を発表した。論考とい
うにはおこがましい内容である。というのも、「註」ならば、
本文があってのことだが、この論考には本文はなく、「註」
のみであったからである。
ちょうど、『秋田魁新報』に 3年 3 ヵ月にわたり土方巽伝

を連載し（163 回）、それが終了した時点であった。「新聞紙
上では、記述に制約があるのはやむを得ないし、引用元や取
材先をいちいち記述することは許されない。そこで、「年報」
への論考の寄稿を機会として、『不世出の舞踏家 土方巽』の
出典や資料紹介、補足のコメンタリーなどを含む『註』を作
成し」論考として発表した。
『秋田魁新報』での「土方巽伝」の連載は、その後「続」
として復活し、1年 9 か月にわたって連載した（86 回）。こ
のほど（2017 年 3 月）終了したので＊1、再び、「年報 21」号
の先例にならって、その連載の一部について「註」を作成し
論考としたい＊2。

26　幻獣
1　2016 年は土方巽没後 30 年に当たることもあって、土

方巽への関心が高まっていた。NHK秋田が「病める舞姫」
についての番組制作のため、撮影クルーが取材、撮影に入っ
ていた。ついで、秋田朝日放送も秋田県羽後町田代に設立予
定の鎌鼬美術館をめぐって継続的に取材していた。ほかに、
土方巽の舞踏について継続的に取材していたインディペント
の映像作家も精力的に取材、撮影を行った。
2　土方巽と谷川俊太郎の関わりは、あまり知られていな
い。しかし、折々に接近していたのである。当時の人間関係
からすれば、寺山修司を介してのことだったかもしれない。
3「没後三十年　土方巽を語ることⅥ」のチラシに、土方
巽の写真とともに、谷川俊太郎の「傷ツイタ脳ヲ病院ニ預ケ
タママ／ブラリト海辺ニ来タ／海ハ青クテ無意味ダッタ」で
始まる詩を掲載。土方巽の初リサイタルとなる、1960 年 7
月の《土方巽 DANCE EXPERIENCEの会》のプログラム「土
方巽氏におくる細江英公写真集」に、写真とともに掲載され
た。写真では、広がりのある砂浜に、手足を縮こませてごろ
りと、文字通り横になった裸の土方巽を背後からローアング
ルでとらえ、その先に地平線を挟んで、海と空がつながり広
がっている。谷川の詩には、「海」「空」「砂」「裸ノ私」の単
語が含まれていて、写真を見て書かれた詩かと思われる。終
わりに「私ダケガ実ルコトノナイ／種子ダッタ」とあるよう
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に、土方巽の体を丸めたこの姿勢は「種子」を表しているの
だろう。土方巽の舞踏初期のスタイルである。
4　映画「誕生」は、1970 年の大阪万博のパビリオン「み
どり館」で上演された「アストロラマ」と名付けられた全天
全周映画＊3。谷川の台本、黛敏郎の音楽による壮大な叙事詩
的な映像で、土方巽が主演している。北海道・硫黄岳の岩場
でのロケに全身全霊で挑んだ土方巽の姿は、まさに全天全周
を駆けている。土方巽の出演は、谷川の慫慂によると思われ
る。「誕生」は、万博会期中に600万人を超える人が見ている。
5　慶應義塾大学三田キャンパスに隣接している密教寺院
の龍生院では、真言宗の開祖、空海の入定の日として、毎月
21 日に護摩焚きを行っている。護摩札が燃え上がる炎と声
明の響きに触発されて、土方巽の命日に護摩焚きとともに舞
踏を演じるプランを提出した。快諾を得て、舞踏家の点滅を
推薦し実施することになった。普段は読経をあげる僧侶は二
人だが、特別にさらに二人の僧侶が加わり、決して広くはな
い本堂内に読経の声と太鼓と鉦の音が響き渡るなかでの舞踏
公演となった。
6　秋田・男鹿の大龍寺の住持、三浦賢翁も前述の護摩焚
きに特別に参加した。大龍寺は曹洞宗だが、住持は宗派を超
えての参加で、読経と得意の太鼓を響かせた。大龍寺は慶應
義塾大学とは縁が深い。本学文学部に創設されたばかりの西
洋美術史学講座を担当した沢木四方吉は男鹿の出身で、大龍
寺は沢木家の菩提寺である。男鹿の海を望む丘の上に建つ大
龍寺は、優美な堂塔と庭園を誇る古刹だが、ここに四方吉の
早い死を悼み、父が寄贈した建物が残されている。また、境
内には、四方吉と親友の折口信夫の歌碑が設置されている。
男鹿産の大きな石を、縦に真っ二つに割り、離れがたくそれ
ぞれの歌碑として造成されている＊4。
6　新宿アート・ビレッジという名の小さなアートスペー
スは、新宿・歌舞伎町の雑居ビルの 3階にあった。ここで、
1970年8月から1974年8月まで断続的に土方巽構成・演出・
振付の舞踏公演が行われた。当初は、男性のダンサーによる
公演で始まったが、すぐに女性を中心とするグループ、幻獣
社として公演が行われた。場所柄、女性のエロティックな
ショーダンスを期待して来る男性客が多かった。ビルの前に
は、見世物小屋の案内を思わせる立看板も並べた。この看板
の前で、土方巽と観世寿夫が並んでいる写真（撮影・細江英
公）で、その雰囲気をうかがうことができる。74 年にはビ
ルが火事で使用できなくなり、土方巽は稽古場のアスベスト
館を劇場にすることとなる。
7　詩人の吉岡実が、1971 年 1 月 9 日の日記でその様子を

記録している。「夕暮、キャバレーや飲食店の間にあるうす
汚れた建物のアートヴィレッジで、幻獣社公演を見つける。
狭い階段をあがって行くと、モギリをしている土方巽がい
た。ふたりとも苦笑い。いらないという、入場料五百円を払っ
て、「売ラブ」を観る。ほかに客は十四、五人ぐらいか」＊5。『土
方巽頌』、筑摩書房、1987 年 9 月、51 頁。
8　この新宿アート・ビレッジでの公演は、1972 年の《四
季のための二十七晩》以降、土方巽が本格的に追求する「舞
踏」のための試行であった。「舞踏譜の舞踏」の始まりであ
るが、残念ながら、この時期の「舞踏譜」は見出だせない。
もちろん、土方巽の新たな創造の目的と本質を観客の誰もが
知るよしもなかった。
9　吉岡実、前掲書、51 頁。
10　ヨシダ・ヨシエ『SD』、1970 年 11 月号、104 頁。幻
獣社はもちろん、土方巽が名付け親だが、ヨシダも、出演し
ていた芦川羊子と小林嵯峨を「奇妙な＜動物＞たち」と呼ん
でいたように、「獣」は結社名だけのことではなかった。ヨ
シダはダンサーが「言葉にならない音声」を発していたと記
述しているが、土方巽はダンサーにも動物に成ることを求め
ていた。「成る演技」の追求である。裸に近い肢体をさらし
ながら、本源的な「生」を生きる踊りであった。

27　表現とは
1　土方巽と大野一雄を対比して舞踏を語ること、あるい
は理解しようとすることは意味があろう。人生にあって、舞
踊体験において、ダンスのスタイルやメソッドにそって対照
的である二人の舞踏家をめぐって考察することは、舞踏を舞
踊芸術として豊かにするであろう＊6。
2　土方巽は 1968 年 9 月の《高井富子舞踏公演》＜まんだ

ら屋敷＞を最後に大野一雄の出演を求めていない。大野も舞
踏公演の舞台に立つこともなくなった。したがって、1970
年前後に舞踏公演を行ったのは、土方巽がサポートした
1969 年の《大野慶人暗黒舞踏公演》を除いては、土方巽と
笠井叡の二人だけであった＊7。したがって、1972 年に大駱
駝艦が創設されるまで、舞踏を志した若者は、土方巽のアス
ベスト館か笠井叡の天使館に入門するほかなかった。
3　笠井叡は土方巽の＜土方巽と日本人＞を正面から批判
したことはよく知られているが＊8、土方巽への愛の裏返しに
ほかならないと思われる。笠井は、土方巽の舞踏について繰
り返し述べて高く評価している。「土方氏が現代舞踊におい
て果した役割は、はかり知れぬ程大きなものである。彼は自
分の果すべき役割と使命を熟知しており、それを忠実に行っ
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た。それはまず、まったく新しい舞踊の美学を提出すること
であった。」（「土方巽との出会い」、『未来の舞踊』、2004 年 4 月、
ダンスワーク舎、92 頁）。同書では、ほかに「ダンスにおける
即物性」、「物自体」、「胎内瞑想」のタイトルをもつ文章で執
拗に土方巽の舞踏を思考の俎にのせて、思わぬ発見に導いて
いる。笠井は土方巽の作品の東北＝土俗性を認めず、また「唯
物論的肉体概念」よりも「精神性」に本領を認めている。「彼
の舞台は自由な衝動と感情の横溢を舞台上に展開する大野一
雄とは対照的な静謐さにあふれている。虚心に土方巽の舞台
に接する時、そこではあらゆるものが静かに呼吸し、物質の
重さを持たず、恣意的な不正確さのない動きが人々に語りか
けて来るからである」＊9

4　笠井叡「眼のエロス　土方巽の蹠が……」、『現代詩手
帖』、1970 年 11 月号、120、121 頁。
5　福田善之、天沢退二郎「廃墟に屹立する肉体」、『現代
の眼』、1972 年 12 月号、247 頁。
6　同書、254 頁。
7　同書、254頁。天沢退二郎は1963年の土方巽の公演＜あ

んま＞を見て衝撃を受けている。通常は舞台上のことは「虚
構」として安心して見ているが、＜あんま＞は「その舞台は
非常に一種の磁気あらしが立ちこめてるような強烈な場とい
うものであって、そこで命賭けで何かやっている」狂気を思
わせ「椅子にちゃんと座っていられないこわい」感じを払拭
できなかったという（同書、245 頁）＊10。土方巽の舞台は、「虚
構」を前提としての表現であることを疑わせるものであっ
た。
8　土方巽の「第 2舞踏宣言」ともいうべきエッセイであ

る「犬の静脈に嫉妬することから」では次のように述べてい
る。「舞踏が表現の手段であるところでは、常に嘆願や平伏
の姿となっている」と＊11。また、自分の身体の中に住む姉
の言葉としてこうも言っている。「お前が踊りだの表現だの
無我夢中になってやってるけれど、表現できるものは、何か
表現しないことによってあらわれてくるんじゃないのか
い。」＊12 と。
9　雑誌のインタビューに答えて、踊りは稽古場で会得す
るのではなく「日常生活のすべてが踊りであり」と述べてい
る＊13。
10　舞踏公演＜土方巽と日本人―肉体の叛乱＞後の
1968 年から 1969 年にかけて、土方巽は次々と雑誌に登場す
る。上記の『婦人画報』のほか、『プレイボーイ』（「教祖・
土方巽の正体」、1968 年 11 月 5 日号）、『毎日グラフ』（「暗黒の
舞台を踊る魔神」、1969 年 2 月 2 日号）、『潮』（「私は“からだ人間”

土方巽」、1969 年 10 月号）などである。これらの諸雑誌で土
方巽が繰り返し述べていることが「自らの肉体を熟視して、
はぐれているものに出合うこと」であった。舞踏思想の核心
である。
11　富岡多恵子によるインタビュー「土方巽・漆黒の踊
り」＊14 でも、故郷秋田での体験談から拾っている。「飯詰」
のこと、農作業で脚が棒になる様子、「ガッチャリ病」のこと。
「子供のときに見た、あるいは見たと信じている風景を脳髄
の引き出しにいれ、頭をふるとそれらがまぶたの裏側にひろ
がるのであった」。そして、富岡も指摘するように「豊年満
作の景色」はあらわれない。澁澤龍彦によるインタビュー「肉
体の闇をむしる……」＊15 でも、「イズメ」の話をして、そう
いった幼年経験」から影響を受けたと述べている。澁澤は土
方巽の「暗黒舞踊」を「一種の舞踏哲学みたいなもの」と指
摘し、土方巽が主張する「舞踏性」につなげてゆく。二人の
インタビューはいずれも、まもなく行われるはずの舞踏公演
（〈土方巽と日本人〉）を前提にしている＊16。土方巽はこの公
演では「秋田の風土や秋田での体験」を重要なモチーフにし
ようと考えていたのであろう。

29　作男と下女
1　土方巽が秋田でダンス（ノイエ・タンツ）を始めたのは、
秋田工業学校（現・県立秋田工業高等学校）卒業後の 1946 年、
増村克子のモダン・ダンス研究所に入門してのことであ
る＊17。そして、克子の上京に合わせて、土方巽も上京する
こととなった＊18。当時の東京は焼け跡で住居もなく、法律
が地方から東京への転入を制限していた。それでも東京に出
奔した土方巽は、克子の姉、王子を頼ることになる。王子は
現在の港区の公立小学校の教員であったが、それでも自分が
住む家を探して転々として、ようやく高輪のお寺に下宿する
ことができたという。土方巽は王子の斡旋で、このお寺の離
れの屋根裏に住まいを得ることができた＊19。王子は小学生
の読書指導に力をいれていたが、全国初の司書教諭（スクー
ル・ライブラリアン）となる。土方巽の読書好きは王子の影
響によるともいえる。
2　土方巽が増村王子のことを「大あねご」と呼んでいた
のは、吉岡実の証言による。「大あねごの家に居候で、飯炊
きをしたり、画家のたまごと年中、水泳パンツ一つで暮した
という」＊20。「画家のたまご」とは田中岑のことで、たまた
ま隣室に住んでいた。田中は JANの会に属し、当時から瀧
口修造とも交流があった。年少で赤ゲットであった土方巽を
展覧会や劇場に誘い連れて行った。
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3　土方巽の蔵書（土方巽アーカイヴ所管）に、『定本柳田國
男集』（全 31 巻・筑摩書房）があり、「昔話と文學」などに目
を通していたことが分かる。
4　土方巽と飯島耕一の交友については、「不世出の舞踏家 

土方巽」の第 159 回で紹介している。詩人飯島耕一は早くか
ら土方巽の舞踏に接していた。加藤郁乎は 1963 年の「あん
ま―愛慾を支える劇場の話」からではないかという。飯島
自身は 1960 年代の前半、池田満寿夫と富岡多恵子のアトリ
エで出会ったと証言している＊21。そして、「飯島は土方の舞
踏にたちまちに魅了され夢中となった。その人柄に惚れたと
言い足してもよい。土方は土方で飯島の詩にぞっこん惚れ込
んでおり」＊22 ということだ。さらに飯島は詩人吉岡実を土方
巽に紹介する。土方巽は同世代の現代詩人たちと意気投合
し、肝胆相照らす仲となり交友を深める。「目黒のアスベス
ト館のどまん中に火鉢を置き、飯島や吉岡にタタミイワシを
焼いて振舞っているときの土方は少年のごとくはにかみ、し
あわせそうな顔をしていた」＊23。飯島は池田満寿夫のアトリ
エでの交流を「第二の青春」と言い、「中でも土方さんを知っ
たことは大きな出来事だった。彼は他の誰もが持っていない
ものを持っていた。それは東北の風と言ってもいい。普通の
都会的なインテリなら無数にいたが、土方巽のような『非常
の人』は彼しかいなかった」＊24 と懐古している。
5「わたしは／内務班長であります／わたしは／くる日も
くる日も／畑にしゃがんで／田の草をとる／百姓でありまし
た」のくだりを土方巽は気に入り、東北弁を交えて朗誦した。
土方巽にとっては、故郷秋田の田んぼ道を想い起こしていた
のである。この文化放送の朗読は、土方巽の舞踏作品＜夏の
嵐＞の記録映像で聴くことができる＊25。
6　土方巽は 1968 年の＜土方巽と日本人＞の公演の前か
ら、故郷秋田のことを盛んに語り始めた。主に東北の風土や
雪国秋田について、そして田んぼでの労働についてである。
澁澤龍彦のインタビューにも答えている。「東北の凍えた世
界ですからね。指を折るとポキッと鳴るとか、そういうとこ
ろで物をみてきた」。澁澤がその寒い風土と土方巽の舞踊が
本質的な関係があるかと同意を求めると、「ありますね。非
常に寒いところに身を隠したいという願望が私の中にありま
す」と＊26。また、故郷の新聞『秋田魁新報』のインタビュー
では「私の舞踏の原点には秋田の“田んぼ”があるんです。（中
略）百姓の悲惨さの中の動き、それが、私には一つの舞踏に
見えてくるんですよ」＊27 と心に想起される秋田の田んぼの風
景を浮かび上がらせる。さらに、『朝日新聞』のインタビュー
では「東北では、人は風を着て戸口に立つのです。風だるま

が座敷に入ってくると、もうそれが舞踏ですね」＊28 と美しい
冬の情景を描いている。
7　自らの舞踏の底流にある秋田の風土と労働とともに、
自らの舞踏の原理（身体観）を提起している。人間は生まれ
た時から肉体の中ではぐれ、飼い馴らされた動作で生きてい
るという＊29。そこで肉体の熟視させる方法をとることを勧
め、「自分の体の中に梯子をかけて……」＊30 という発言にな
る。
8　一般紙・誌からグラフ誌、芸術誌から若者誌まで、実
に多彩多様なメディアに執筆し、あるいはインタビューを受
けている。『季刊地下演劇』は演劇集団天井桟敷が発行して
いた演劇理論誌。その創刊号では、「殺人を演出する」とい
うタイトルで土方巽のインタビューが掲載されている＊31。
9　土方巽は、弟子を舞踏家とは言わず、男は作男、女は
下女と、差別的な呼び方をしていた。そのことは、土方巽の
舞踏にとって本質的なことであった。「私は弟子たちに一方
的に、性急に突刺さっていくし、習う方も完全な受動体に
なって、その快楽がこたえられなくなるまでに」＊32。この子
弟関係の在り方こそ、この時代の舞踏を考える上で重要なモ
メントになろう。
10　1970 年 12 月の新宿アート・ビレッジでの舞踏作品
＜ KUWAI＞上演の案内状の冒頭に「私共は暗黒舞踏派最後
の作男として年期のあけた者です」と書かれている。舞踏社
カシアス・ニジスキーが発行した案内状で、代表は弾充。弾
充は玉野黄市のことである。
11　当時、アスベスト館には入門してくる若者が絶えな

かった。そこでは、技術を学ぶということが最上の目的では
なかった。土方巽の舞踏の修得には、師と弟子の関係は絶対
的であった。内田樹は現代思想（レヴィナスとラカン）で、
このことの理

ことわり

を解いてくれている。「弟子が師から学ぶのは
実定的な知識や情報ではない。聖句から無限の叡智を引き出
すための『作法』である」＊33。弟子になるまで、師が師であ
ることは分からないという。師弟関係になるには、まず「弟
子になる」ことから始まる。そうして、師を師として見出だ
すのである。宗教的な言いようだが、実際、ラカンも禅の考
え方に師弟関係の模範を見出だしていたという＊34。

30　謎の人
1　松山俊太郎の「謎の日本人」は、土方巽が客演した演
劇公演「骨餓身峠死人葛」＊35 のパンフレットに掲載。松山が
土方巽と暗黒舞踏を知って 10 年近くなるが、松山が感銘を
受けた「土方巽の業績と人柄については五里霧中」というこ
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とだ。松山はそのことを人に伝えるのに何年もの時間がかか
るという。「快僧ラスプーチンとも思われた氏は、キリスト
を越える清々しさを漂わせ（中略）しかも、神々しい瀟洒さ
の中から立昇るのは、紛れもなく東北の土の香」という。
2　土方巽は結局、1950 年に友人と踊った以外は、秋田で
公演を行うことはなかった。何故、秋田で踊らなかったのか
は正確には分からない。ようやく、秋田でも舞踏家として認
められた頃、秋田の地元紙のインタビューに答えて、秋田へ
はもう何年も帰っていないと言いつつ「帰るときは、夜ひっ
そりと“田んぼ”を歩いてみたい」＊36 と語っている。
3　土方巽はそのダンスと同様に、自らの風貌を変えてい
く。20 代で東京に出奔すると、秋田での「暴れん坊」が白
皙のおとなしい青年になる。アメリカ映画のファンとなり、
ジャズダンサーを目指し、ジェームス・ディーンを気取
る＊37。そのジャズダンスも捨て、フランスの思想や文学に
傾倒し、ジャン・ジュネに共鳴すると、一気にダンスは危険
な徴候を帯びる。さらに、自らのダンスンのスタイルを発見
すると、普段は控えめな青年だが、舞台では一変する。やく
ざの親分かと思われるほどに変貌し、顔は凶悪な相を帯び
る。この頃には、名実ともに「謎の人」になっている。
4　毎日グラフの取材にあたっても、「私の作品は私ですか
ら　私の写真はそのまま私の作品を見せることになる」＊38 と
いうことから始まったよう。大岡信も「しかし、こう断言で
きるためには、日夜どれほどの凝視を自分の肉体の隅々に注
ぎ続けなばならないことだろう」と土方巽の肉体を見る思想
を想い計った＊39。
5　唐十郎は「さらば花園！」と題する文章を劇団の機関
紙に寄せたのは、1968 年 8 月＊40。花園神社追放の経緯と状
況については、唐十郎自身も証言している＊41。翌年 1 月に
新宿中央公園で使用許可が降りないままテント公演を強行し
て、唐は李麗仙（礼仙）とともに逮捕される。
6　土方巽は新宿に居座るように新宿アート・ビレッジで、
若い舞踏手たちの連続公演を続けた。ビルの前に置かれた看
板はたしかに怪しげで、歌舞伎町をさまよう酔っぱらいを
誘った。
7　「暗黒舞踏への御案内」と題したチラシが残されてい

る。幻獣社とカシアス・ニジスキー公演目録として、1970
年と 71 年の上演作品が羅列されている。また「幻獣社第二
期生募集」として創立 2周年を迎えての広報を行っている。
募集案内には「まじまな方を希望します」とある。
8　「三百六十五日ハダカの二人―芦川羊子・小林嵯峨
―」、『週刊新潮』、1971年11月6日号。タイトル下のコピー

には「ひところハナヤカだった東京・新宿の“前衛”芸術家
たちも声を聞かなくなって久しいが、これはこれ歌舞伎町の
片すみの小さくてキタナーイ劇場を占拠してガンバっている
二人の女がいる」とある。さらに「四十人もはいったらこわ
れそうな小屋」とは、随分な言い草だが、裸のダンサーたち
が、ダンスともショーとも言いがたい舞台をつくっていた。
しかし、表の看板には「土方巽一族暗黒舞踏」とはっきり墨
書されているから舞踏であったことは確かだ。ここに、土方
巽の「新しいダンス」の根と芽が生まれている。
9　この週刊誌の記事には、7点もの舞台写真が掲載され

ていて貴重な情報になっている。キャプションには「いつの
間にか総勢 25 名を越える大所帯になった」とあるが、この
情報は眉唾である。しかし、「舞踏譜」を開発しつつ、土方
巽の実験と試行は着々と行われ、1972 年の大舞台《四季の
ための二十七晩》へと向かいつつあった。
10　残念ながら、この頃に使われたと思われる「舞踏譜」
は残されていない。現在まで確認ができている最初の「舞踏
譜」（スクラップブック）は、「なだれ飴」とのタイトルをも
つそれである。おそらく、1972 年の《四季のための二十七晩》
の 1作品＜なだれ飴＞のためと考えられる。ただし、その原
形はアート・ビレッジ連続公演にあったと見なしてもいいだ
ろう。
11　辻惟雄「奇想の系譜 2　江戸のアヴァンギャルド伊藤
若冲　幻想の博物誌」、『美術手帖』、1968年10月号。図版ペー
ジをいれて 9ページの記事。たしかに、土方巽は傍線を引き、
傍点を打ち、メモをとっている。それはいつのことであるの
か。雑誌発行時となると、「肉体の叛乱」の公演前となりあ
りえない。「ギバサ」のメモを手がかりに、舞踏作品として
の「ギバサ」の創作のための作業と考えれば、1970 年の新
宿アート・ビレッジでの公演の前と考えるのが妥当であろ
う。後の「舞踏譜」の一つでもあるスクラップブックの作成
と同様の発想に支えら、作業が行われている。

31 若冲
1　「奇想の系譜―江戸のアヴァンギャルド」は『美術手

帖』に1968年7月号から12月号にかけて連載されている。「若
冲」は同 10 月号に掲載されている。
2　土方巽はこの『美術手帖』の連載を見て、新しい舞踏
の「舞踏譜」のためにインスピレーションを得ている。この
連載が、単行書（『奇想の系譜　又兵衛―国芳』）としてまと
められ刊行されているが、土方巽はこれも入手して、若冲の
ほかに、曾我蕭白や長沢蘆雪の作品にも着目して、「動き」
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を創造している＊42。
3　土方巽が初めてニワトリを使った作品は、1958 年 12

月の《劇団人間座・現代舞台芸術協会合同公演》での＜埴輪
の舞＞と思われる＊43。ただし、ニワトリの使用をもって作
品を構想したのは、その前年の《安藤三子・堀内完ユニー
ク・バレエ・グループ第三回定期公演》での発表であった
が、上演を禁止されている＊44。1959 年 5 月の《全日本芸術
舞踊協会・第六回新人舞踊公演》における＜禁色＞は、「舞
踏」の最初の作品とみなされていることとともに、ニワトリ
の役割にも注目された＊45。その直後の三島由紀夫の津田信
敏近代舞踊学校（アスベスト館）訪問時の＜禁色＞のリハー
サルでも、土方巽はニワトリを用意している＊46。1960 年代
になっても、1963 年の《堂本正樹演出リサイタル》での＜降
霊館死学＞でもニワトリが舞台上を動き回り＊47、1968 年の
＜土方巽と日本人＞では、ニワトリが逆さに吊り下げられ、
土方巽が両手でニワトリにつかまりぶら下がっている＊48。
4　土方巽は 1985 年に関西、名古屋、金沢と「舞踏行脚」

を敢行した。死の前年のことで、肉体的にも苦しい旅だった
にちがいない。それはともかく、この各地での講演で「鼬の
話」をしている＊49。子どもの頃の出来事である。実家で飼っ
ているニワトリがイタチに襲われて、父と母がにわとり小屋
に駆けつける様を生々しく描いている。「鼬というのは真っ
すぐに鶏の方に走っていって、首、羽、足そういうものを噛
み切ってしまう。そんなところに意味もくそもなにもないわ
けです。その鼬のすさまじさ、あのすばやさ」。土方巽は、
ニワトリの肉を食いちぎるイタチの歯を持ちたいという。そ
れが自分の舞踏に通じるのだという。
5　「奇想の系譜＜ⅱ＞　江戸のアヴァンギャルド 伊藤若

冲」、前掲書、164 頁。辻惟雄によれば、若冲が自宅にニワ
トリを飼って観察していたことを事実だろうとしている。そ
れにしても、いかに身近な動物とはいえ、「数十羽を窓下に
飼って」というのは驚きである。そば屋であった米山家（土
方巽の実家）では、少なくともニワトリは数羽はいたことだ
ろう。
6　土方巽は辻惟雄の「デフォルメされたドウモウな脚と
クチバシ」「シャモの異様な美しさも、かれの内的ビジョン
の強烈さ」「波状型曲線の組み合わせに還元された動物、植
物、鉱物のさまざまなフォルム」といった記述に強く反応し、
傍線と傍点を重ねている＊50。
7　余白に大きく「ギバサ」と書かれている。「芸者くじゃ

く」は、舞踏作品「ギバサ」に含まれる「動き」の名称であ
る。

8　土方巽が初めてこの西部講堂で公演を行ったのは、
1970 年 10 月ということで、50 年近く以前になる。当時すで
に、講堂内外はかなり荒れていたというか、整備されている
とは到底言えない状態であった。大学での紛争の最中で、講
堂自体が解放区の様相を帯びていた。そのことも土方巽に共
感を覚えさせ、実験的な公演が実現したのであろう。その後
も、この講堂を使って、1975 年まで都合 4回の公演を行っ
ている。
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